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はじめに


このドキュメントでは、Oracle Business Intelligenceをインストールして構成する方法について説明します。





対象読者


このドキュメントは、Oracle Business Intelligenceをインストールおよび構成しようとするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。読者がweb技術に精通していて、WindowsおよびUNIXプラットフォームの一般的な意味解釈を持っていると考えられています。







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、12c (12.2.1)ドキュメント・セットにある次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング


	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成


	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド


	
Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド


	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド


	
高可用性ガイド










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Business Intelligenceのインストールの理解


この項では、この製品の標準トポロジを説明することでOracle Business Intelligenceの標準インストールを理解できるようにします。

次のトピックを詳細に確認し、製品のインストールやドメインの構成の最中やそれらの後で問題が発生しないようにしてください。





1.1 本番環境のインストールについて


このガイドでは、Oracle Business Intelligenceの配布を使用して、本番環境の開始点として、標準インストール・トポロジをインストールおよび構成する方法を説明します。

本番環境でOracle Business Intelligenceをインストールするには、このガイドを使用してOracle Business Intelligence環境を単一ホストにダウンロード、インストールおよび構成することをお薦めします。

標準的な本番環境などで複数の管理対象サーバーおよび複数のホストにデプロイメントをスケール・アウトする方法の詳細は、Oracle BI EEの『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』およびOracle BI Publisherの『Oracle Business Intelligence Publisher開発者ガイド』を参照してください。







1.2 開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法


標準インストール・トポロジは、本番環境で使用できる柔軟なトポロジです。

このガイドの情報はOracle Business Intelligenceの標準インストール・トポロジの作成に役立ちます。後で標準インストール・トポロジを拡張して、セキュアで可用性の高い本番環境を作成できます。

標準インストール・トポロジはこの製品のトポロジの代表例です。この製品がサポートする唯一のトポロジではありません。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の「標準インストール・トポロジの理解」を参照してください。





1.2.1 Business Intelligenceの標準インストール・トポロジの理解


このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台の標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。

次の図はBusiness Intelligenceの標準インストール・トポロジを示します。

このトポロジの要素については、表1-1の情報を参照してください。

[image: standard_topo.pngの説明が続きます]






1.2.2 標準インストール・トポロジの図に含まれる要素の理解


通常、標準インストール・トポロジには、共通の要素が含まれています。

表1-1は、トポロジ図のすべての要素を説明しています。


表1-1 標準インストール・トポロジの要素の説明

	要素	説明と追加ドキュメントへのリンク
	APPHOST	アプリケーション層をホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。
	DBHOST	データベースをホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。
	WebLogicドメイン	Javaコンポーネント(この場合、管理サーバー、管理対象サーバーおよび他の関連ソフトウェア・コンポーネント)の論理的に関連したグループです。
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle WebLogic Serverドメインの概要に関する項を参照してください。


	管理サーバー	ドメインの構成オブジェクトをメンテナンスし、管理対象サーバーへの構成変更を分散させる、ドメインの中央制御エンティティ。
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理サーバーの概要に関する項を参照してください。


	Enterprise Manager	Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlはドメインの管理に使用される主要ツールです。
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlに関する項を参照してください。


	クラスタ	同時に稼働し連携する、複数のWebLogic Serverインスタンスの集合。
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	マシン	1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータを論理的に表現するもの。マシンは管理対象サーバーとノード・マネージャを論理的に結び付けるものでもあります。ノード・マネージャを使用してマシンを起動または停止するには、マシンが管理対象サーバーに関連付けられている必要があります。
	管理対象サーバー	アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよび関連リソースのホスト。
詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	インフラストラクチャ	次のものを含むサービスの集合:
	
メタデータ・リポジトリ(MDS)にはOracle Application Developer Frameworkなどの、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのメタデータが含まれます。詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のメタデータ・リポジトリの概要に関する項を参照してください。


	
Oracle Application Developer Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Web Services Manager(OWSM)

















1.3 このドキュメントを使用した既存のドメインの拡張


このドキュメントの手順は、新しいドメインを作成する方法を説明します。システムに他のOracle Fusion Middleware製品は何もインストールされていないことを前提としています。インストールとドメイン作成のためのすべての手順は、この前提に基づいています。

その他のOracle Fusion Middleware製品がすでにシステムにインストールされている場合(たとえば、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをすでにインストールしていて、ドメインが稼働している場合)、同じ手順を使用して既存のドメインを拡張できます。これを行うように選択する場合、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』で同じドメインにおける複数製品のインストールに関する項にある重要な情報を参照してください。

新しいドメインを作成しているときに、この手順の説明では要件が満たされない場合は、その要件に応じた選択を行ってから、サポート・ドキュメントで追加の詳細を参照してください。






1.4 アップグレード・シナリオにおけるこのドキュメントの使用方法


11g環境から12c環境へのアップグレードはホーム外の移行で、基本的にOracle 11gインスタンスから新しい12cインスタンスへBusiness Intelligenceメタデータおよび構成を移行するものです。移行では、別々の12c構成を必要とします。移行プロシージャの詳細は、『Oracle Business Intelligence移行ガイド』を参照してください。










2 Oracle Business Intelligenceのインストールと構成の準備

Oracle Business Intelligenceのインストールを準備するために、システムが基本要件を満たしていることを確認します。次に、適切なインストール・ソフトウェアを取得して、この章の手順を実行します。


2.1 Oracle Business Intelligenceの標準インストール・トポロジをインストールして構成する際のロードマップ


Oracle Business Intelligence 12cインストーラを実行してBIプラットフォーム配布を選択すると、様々なライフサイクル・タスクを実行する基盤がしかれます。たとえば、システムを構成するバイナリ・ファイルがインストールされます。12cシステムを構成するためにOracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantを実行すると、システム・コンポーネント、サービス・インスタンスおよびシステム・コンポーネントの起動と12cシステムの管理に使用するバイナリ・ファイルが作成されます。

このガイドでは、Oracle Business Intelligenceの標準トポロジをインストールして構成するために必要な詳細情報を示します。また、ガイドではこのトポロジの改変バージョンを作成する場合に活用できる追加情報も示しています。表2-1は、Oracle Business Intelligenceの標準トポロジをインストールして構成するために必要な手順を示します。


表2-1 標準インストール・ロードマップ

	No.	タスク	説明	ドキュメント
	計画および準備
	1	システム環境を確認します。	インストールの前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。	「システム環境の確認のロードマップ」を参照してください。
	2	次のOracleの配布を入手します。
	
Oracle Fusion Middleware 12c Infrastructure (12.21)


	
Oracle Business Intelligence 12c (12.2.1)




	次の場所からOracle Fusion Middleware 12c InfrastructureおよびOracle BI (12.2.1)の配布をダウンロードします。
Oracle Technology NetworkまたはOracle Software Delivery Cloud。

	「製品ディストリビューションの理解と入手」を参照してください。
	3	インストール・ディレクトリを決めます	インストーラが、アクセスする必要のあるインストーラ・ディレクトリにアクセスできるか、または作成する必要のあるインストーラ・ディレクトリを作成できるかを確認します。また、ディレクトリが最小要件を満たしているシステムに存在することも確認します。	「インストールおよび構成のためのディレクトリの理解」を参照してください。
	ソフトウェアのインストール
	4	前提条件となるソフトウェアをインストールします。	Oracleホームを作成し、今後のインストール用にOracle Fusion Middlewareソフトウェア・ディレクトリをインストールするためにJava Development Toolkit (JDK)およびOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールします。	Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールするには、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成 』を参照してください。


注意:

インストールする必要があるのは、Infrastructureのみです。Infrastructureのドメインを構成する必要はありません。




	5	Oracle Business Intelligenceソフトウェアをインストールします。	Oracle BIインストーラを実行し、Oracle BIソフトウェアをOracle Fusion Middleware Infrastructureインフラストラクチャをインストールしたのと同じOracleホームにインストールします。	「Oracle Business Intelligenceのインストール」を参照してください。
	6	インストールを確認します。	インストールが成功したことを確認するために、ディレクトリ構造およびログを確認します。	 
	ドメインの構成
	7	BIドメインを構成します。	Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantツールを実行し、BIドメインを構成します。


注意:

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して、またはOracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantを使用してデータベース・スキーマを作成できます。



	リポジトリ作成ユーティリティの詳細は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』を参照してください。
	8	ドメイン構成を確認します。	Configuration Assistantのサマリー・ページに詳しく説明されているすべてのリンクはアクセス可能でログインできることを 確認します。
また、必要なすべてのプロセスがアクティブかどうかをstatus.sh|cmdスクリプトを実行して確認します。

	status.sh|cmdはDomain_Home/bitools/bin/status.(sh|cmd)にあります。
「構成の確認」を参照してください。


	次のステップ
	9	高可用性のためのドメインの管理と準備	ドメインを管理するための追加のツールおよびリソースを確認し、可用性が高くなるようにドメインを構成します。	「ドメイン構成後の次の手順」を参照してください。









2.2 システム環境の確認のロードマップ


インストールおよび構成プロセスを開始する前に表2-2の重要な情報を読んで理解する必要があります。ここでは、Oracle Business Intelligenceをインストールおよび構成するために、ご使用の環境が適切に準備されていることを確認するための重要なタスクおよび判断項目を示します。


表2-2 システム環境の確認のロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証およびシステム要件を確認します

	
インストールおよび構成について、ご使用のオペレーティング・システムが動作保証され適切に構成されることを確認します。

	
「動作保証、システム要件および相互運用性の確認」を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーを特定します

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールおよび構成するための適切な権限を持っていることを確認します。

	
「インストール・ユーザーの選択」を参照してください。


	
目的のシステムでインストール・ディレクトリおよび構成ディレクトリを選択します

	
推奨ディレクトリ構造に従って、インストールおよび構成に必要なディレクトリが作成できることを確認します。

	
「インストールおよび構成のためのディレクトリの理解」を参照してください。


	
動作保証されたJDKをインストールします

	
配布のインストール・プログラムは、ご使用のシステムで動作保証されたJDKを必要とします。

	
「Oracle Fusion MiddlewareインストレーションのためのJDK要件の理解」を参照してください。


	
中間層スキーマのデータベースのインストールおよび構成

	
WebLogicドメインを構成するには、Oracle Business Intelligenceで必要なスキーマに対して適切に構成された、動作保証済のデータベースにアクセスできる必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareインストレーションのデータベース要件の理解を参照してください。










2.2.1 動作保証、システム要件および相互運用性の確認


ご使用の環境がインストールに必要な要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスおよびシステム要件のドキュメントをあわせて使用することをお薦めします。

	
環境が動作保証要件を満たしていることの確認

製品を、サポートされているハードウェアおよびソフトウェア構成上にインストールすることを確認してください。詳細は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

Oracleは、動作保証されているすべてのシステムおよび環境で製品のパフォーマンスをテストおよび検証しており、新しい動作保証要件が確認されると、それらはすぐに適切な動作保証に関するドキュメントに追加されます。新しい動作保証要件は随時確認される場合があるため、動作保証に関するドキュメントはドキュメント・ライブラリの外部に置かれ、Oracle Technology Networkで提供されています。


	
動作保証情報を確認するためのシステム要件ドキュメントの使用

Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントを使用して、動作保証要件が満たされていることを確認することをお薦めします。たとえば、この動作保証に関するドキュメントに、ご使用の製品を64ビットOracle Linux 6.5上にインストールすることが動作保証されていると示されている場合、このドキュメントを使用して、Oracle Linux 6.5システムが最低限必要な仕様(ディスク領域、使用可能なメモリー、特定のプラットフォーム・パッケージとパッチおよびその他のオペレーティング・システム固有のアイテムなど)を満たしていることを確認します。システム要件は将来的に変更になる可能性があります。そのため、システム要件情報のドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に作成され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
複数の製品間での相互運用性の確認

『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解』のドキュメントには、相互運用性および互換性の定義、および同一リリースまたは混在するリリースからなる複数のFusion Middleware製品を相互に使用する方法が説明されています。システムに複数のFusion Middleware製品をインストールする場合は、このドキュメントを読む必要があります。










2.2.2 インストール・ユーザーの選択


この項では、システムでインストールおよび構成を実行するユーザーの権限に関する重要な情報について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
ユーザー権限の理解


	
UNIXオペレーティング・システムでの非デフォルトのユーザー権限の理解


	
Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認








2.2.2.1 ユーザー権限の理解


Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに対する特定の権限を持ちます。

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーには、次の権限があります。

	
実行可能ファイル以外(.jar、.properties、.xmlなど)のすべてのファイルに対する読取り権限と書込み権限。その他の同じグループのすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限のみがあります。


	
すべての実行可能ファイル(.exe、.shまたは.cmd)に対する読取り、書込みおよび実行権限。同じグループのその他のすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限および実行権限のみがあります。




したがって、ソフトウェアをインストールするユーザー以外のユーザーも、ドメインまたはFusion Middleware製品を構成するためにOracleホームのインストール・バイナリを使用できます。

構成中に生成されたファイルは、構成ウィザードを実行したユーザーが所有者になり、前述のインストール・ユーザーと同じ権限を持ちます。ただし、セキュリティに厳しいファイルはグループ権限では作成されません。ドメインを作成したユーザーのみが読取りおよび書込み権限を持ち、ドメインを管理できます。

次に例を示します。

	
例1: 1人のユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合

この例は、同じユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合の権限を示します。

すべてのファイルに対して適切な権限があるようにするには、同じ所有者が構成ウィザードを使用してOracle Fusion Middleware製品のインストールとWebLogic Serverドメインの構成の両方のタスクを実行することをお薦めします。



[image: 図asins_dt_025_ins_permis1.epsの説明が続きます]






ドメインの作成を、ソフトウェアをインストールしたユーザーとは別のユーザーが実行する必要がある場合は、次の例に示すとおり、両方のユーザーが同じグループのユーザーで、必要な権限を持っている必要があります。


	
例2: Oracleホームとドメインを別のユーザーが作成する場合

この例は、あるユーザーがOracleホームを作成し、別のユーザーがドメインを構成する場合の権限を示します。



[image: 図asins_dt_026_ins_permis2.epsの説明が続きます]









注意:

特定のドメイン・ファイルにはグループ権限がありません。たとえば、cwallet.ssoです。

その他、インストーラを実行する前に次のような考慮事項があります。

	
UNIXオペレーティング・システムでは、インストールの前にumaskを027に設定することをお薦めします。これにより、インストール時にファイルの権限を正しく設定することができるようになります。以下のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、製品のインストーラと同じ端末ウィンドウで実行する必要があります。


	
UNIXオペレーティング・システムでは、インストール・プログラムをrootユーザーで実行しないでください。インストーラの起動検証が失敗し、続行できなくなります。


	
製品のインストールを管理する際(パッチ適用、管理対象サーバーの起動など)は、初回の製品インストールに使用したものと同じユーザーIDを使用する必要があります。


	
Windowsオペレーティング・システムでは、インストールを実行するユーザーは管理者権限を持っている必要があります。詳細は、「Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認」を参照してください。










2.2.2.2 UNIXオペレーティング・システムでの非デフォルトのユーザー権限の理解


デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールおよびシステムのセキュリティが低下する可能性があります。

デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。他のユーザーが特定のファイルまたは実行可能ファイルへのアクセスが必要な場合は、ファイルのアクセス権を変更するかわりに、UNIXのsudoコマンド(または他の同様のコマンド)の使用を検討してください。

さらにサポートが必要な場合は、ご使用のUNIXオペレーティング・システムに付属している管理者ガイドを参照するか、オペレーティング・システムのベンダーに問い合せてください。







2.2.2.3 Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認


Windowsレジストリを更新するには、Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行しているユーザーに管理者権限が必要です。


デフォルトでは、通常の権限でシステムにログインする管理者グループのメンバーが、管理タスクを実行するために高い権限が要求される場合があります。

高い権限が必要なタスクを実行するには:




	左下の「スタート」メニューまたはWindowsアイコンから、コマンド・プロンプトアイテムを検索します。
	コマンド・プロンプトを右クリックして「管理者として実行」を選択します。
新しいコマンド・プロンプト・ウィンドウが開き、このウィンドウで実行されるすべてのアクションは管理者権限で実行されます。

注意:

システムでユーザーアクセス制御が有効な場合、このアクションの確認を求めるウインドウが表示される場合があります。確認し、この手順を続行します。




	必要なタスクを実行します。

たとえば、製品のインストーラを起動する方法は次のとおりです。

jarファイルの場合、次のように入力します。

java —jar distribution_name.jar
実行可能ファイル(.exe、binまたは.shファイル)の場合:

	
UNIXの場合は、次のように入力します。

./distribution_name.bin
	
Windowsの場合は、次のように入力します。

distribution_name.exe














2.2.3 インストールおよび構成のためのディレクトリの理解


インストール中およびドメインの構成中に、次のディレクトリの場所を指定する必要があります。

	
Oracleホーム


	
ドメイン・ホーム




この項では、これらのディレクトリを作成する場所を決めるために役立つ情報を示します。

	
推奨ディレクトリ構造の理解


	
Oracleホーム・ディレクトリについて


	
ドメイン・ホーム・ディレクトリについて


	
共有記憶域の準備








2.2.3.1 推奨ディレクトリ構造の理解


Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームには、推奨される特定の場所があります。

図2-1に推奨するディレクトリ構造を示します。


図2-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造



[image: 「図2-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造」の説明が続きます]






システムでベースの場所(Oracleベース)を決め、(/home/oracleなど)そこから2つのサブ・ディレクトリを別々に作成します。productディレクトリには、製品のバイナリ・ファイルとすべてのOracleホーム・ディレクトリを含めます。configディレクトリにはドメイン・データとアプリケーション・データを格納します。

Oracleホーム下には構成データを置かないことをお薦めします。製品を別のメジャー・リリースにアップグレードする場合、バイナリ用に新しいOracleホームの作成が必要になります。また構成データは、Oracleホームのバイナリからアクセス可能な場所に置く必要があります。

このドキュメント全体の例を通じて、/home/oracle/productディレクトリ(Oracleホーム)と/home/oracle/configディレクトリ(アプリケーション・データと構成データ)を使用していますが、これらのディレクトリはご使用のシステムの実際のディレクトリに読み替えてください。







2.2.3.2 Oracleホーム・ディレクトリについて


Oracle Fusion Middleware製品をインストールするときは、Oracleホーム・ディレクトリを入力する必要があります。

このディレクトリは、同じマシンにインストールされた複数のFusion Middleware製品で使用される共通ファイルのリポジトリです。このため、Oracleホーム・ディレクトリは、システムにインストールされたすべてのOracle Fusion Middleware製品のセントラル・サポート・ディレクトリとして見ることができます。

Oracleホーム・ディレクトリ内のファイルは、Fusion Middlewareがシステム上で正しく動作するために必要です。これらによって、インストール時の製品間の依存関係のチェックが容易になります。

Oracleホーム・ディレクトリは、Fusion MiddlewareドキュメントでORACLE_HOMEと呼ばれています。

Oracleホームの考慮事項

Oracleホーム・ディレクトリを作成し、Fusion Middleware製品をインストールするときに、次の点に注意してください。

	
Oracleホーム・ディレクトリの名前に空白を含めないでください。Oracleホーム・ディレクトリのパスに空白が含まれていると、エラー・メッセージが表示されます。


	
単一のOracleホーム・ディレクトリには、Oracle Fusion Middlewareの各製品に1つのインスタンスのみインストールできます。異なるバージョンの製品を同じマシンにインストールするには、それぞれのバージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリに格納する必要があります。

単一のOracleホームに複数の異なる製品をインストールすることもできますが、Oracleホームには各製品で1つのバージョンのみをインストールできます。




複数のホーム・ディレクトリ

ほとんどの場合、Oracleホームは1つで十分ですが、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合もあります。たとえば次の場合に、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する必要があります。

	
それぞれ製品のスタックが別々の開発と本番環境を別々に管理する場合。2つのディレクトリを使用するこのにより、準備ができるまで本番環境を変更せずに、開発環境を更新できるようになります。


	
2つのバージョンのFusion Middleware製品を同時に保持する場合。たとえば製品の既存のバージョンを残したまま新しいバージョンをインストールする必要がある場合。この場合、製品の各バージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。


	
相互に互換性のない複数の製品をインストールする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解』を参照してください。





注意:

複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合、各製品の構成フェーズにおいて重ならないポート範囲を用意する必要があります。







2.2.3.3 ドメイン・ホーム・ディレクトリについて


ドメイン・ホームは、構成するドメインが作成されるディレクトリです。

デフォルトのドメイン・ホームの場所は、ORACLE_HOME/user_projects/domains/domain_nameです。ただし、このデフォルトの場所を使用しないことをお薦めします。ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に置きます(例: /home/oracle/config/domains)。configディレクトリには、ドメインとアプリケーションのデータが含まれている必要があります。新規インストール、パッチの適用およびその他の操作によって、ORACLE_HOMEのみが更新され、ドメインの構成は更新されないように、ドメイン専用のディレクトリをお薦めします。

推奨ディレクトリ構造とドメイン・ホームの場所については、「推奨ディレクトリ構造の理解」を参照してください。

Fusion Middlewareドキュメントで、ドメイン・ホーム・ディレクトリはDOMAIN_HOMEと呼ばれ、ドメイン名を含むそれ以下のすべてのフォルダが含まれます。たとえば、ドメイン名がexampledomainで、/home/oracle/config/domainsディレクトリにドメイン・データを配置する場合、ドキュメントでのDOMAIN_HOMEは/home/oracle/config/domains/exampledomainを指します。







2.2.3.4 共有記憶域の準備


Oracle Fusion Middlewareでは、1つのOracleホームから複数のOracle WebLogic Serverドメインを構成できます。これにより、共有ボリューム上の1つの場所にOracleホームをインストールしたり、複数のホストをインストールするためにOracleホストを再利用したりすることもできます。

ご使用の環境で共有記憶域を使用する場合は、詳細について『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の共有記憶域の使用に関する説明を参照してください。








2.2.4 Oracle Fusion MiddlewareインストレーションのためのJDK要件の理解


ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。

JDKがOracleホームの外部にインストールされていることを確認してください。Oracleホームの下にJDKをインストールすると、将来的にタスクを実行しようとすると、問題が発生します。Oracle Universal Installerは、Oracleホーム・ディレクトリが空であるかどうかを検証し、空のディレクトリが指定されるまで、インストールを進めません。JDKのインストールは、/uo1/oracle/products/jdkディレクトリに配置することをお薦めします。java -jarコマンドを使用して、インストーラJARファイルを実行できます。

BIディストリビューションは、プラットフォーム固有のディストリビューションです。プラットフォーム固有のディストリビューションには、.bin (UNIXオペレーティング・システム用)または.exe (Windowsオペレーティング・システム用)インストーラが含まれます。その場合は、プラットフォーム固有のJDKがディストリビューションに含まれており、JDKを別途インストールする必要はありません。ただし、認定されたJDKのバージョンによっては、より新しいバージョンにそのJDKをアップグレードする必要があります。

Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成のページで動作保証情報を参照し、必要なJDKバージョンであることを確認してください。

必要なJDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてJava SE JDKをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html






2.2.5 Oracle Fusion Middlewareインストレーションのデータベース要件の理解


多くのOracle Fusion Middleware製品は、ドメイン構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。

オペレーティング・システムで動作保証されているデータベースを調べるには、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

スキーマ作成用にデータベースが適切に構成されていることを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ドキュメントのOracle Repository Creation Utilityの要件の確認に関する項を参照してください。


注意:

12c (12.2.1)では、動作保証されたOracleデータベースのみがOracle Fusion Middleware Infrastructure標準インストール・トポロジに使用できます。



データベースが適切に構成されると、製品のスキーマを作成することができます。

注意:

Configuration Assistantは製品スキーマの作成をOracleデータベース用のみサポートします。ただし、DB2またはSQL Serverをデータベースとして使用している場合には、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して製品スキーマを作成する必要があります。



	
RCUは、データベースにスキーマを作成するために使用するツールです。このツールはOracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールすることで利用できます。詳細は、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャのインストールと構成を参照してください。


	
Repository Creation Utilityの詳細は、『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』を参照してください。











2.3 製品ディストリビューションの理解と入手


Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布を使用して最初のOracle Business Intelligenceドメインを作成します。このディストリビューションには、Oracle WebLogic ServerソフトウェアとOracle JRFソフトウェアの両方が1つのディストリビューションとして含まれています。


Oracle JRFソフトウェアは、Oracle Web Services Manager、Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)およびOracle Fusion Middleware製品のサポートに必要なその他のライブラリおよびテクノロジで構成されています。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureの配布は、".jar"ファイルとして入手でき、Oracle Business Intelligenceの配布は".bin|exe"ファイルとして入手できます。この配布をインストールして構成するには、動作保証されたJDKがシステムにインストールされている必要があります。

製品の配布の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品の配布の理解と入手に関する項を参照してください。








2.4 インストール・チェックリストの確認


インストール・プロセスでは、特定の情報の入力が必要になります。


表2-3に、Oracle Business Intelligenceのインストール前に知っておく必要のある重要な項目、またはインストール中に決定する必要のある重要な項目を示します。


表2-3 インストール・チェックリスト

	情報	値の例	説明
	
JAVA_HOME

	
/home/Oracle/Java/jdk1.8.0_40

	
Java JDK ホーム・ディレクトリを指す環境変数。


	
データベース・ホスト名

	
examplehost.exampledomain

	
データベースを実行しているホストの名前とドメイン。


	
データベース・ポート

	
1521

	
データベースがリスニングしているポート番号。デフォルトのOracleデータベース・リスニング・ポートは1521です。


	
データベース・サービス名

	
orcl

	
Oracleデータベースには一意のサービス名が必要です。デフォルトのサービス名は、orclです。


	
DBAユーザー名

	
SYS

	
データベース管理権限を持つユーザーの名前。OracleデータベースのデフォルトのDBAユーザーは、SYSです。


	
DBAパスワード

	
ExamplePassword1

	
データベース管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
ORACLE_HOME

	
/home/Oracle/product/ORACLE_HOME

	
ソフトウェアのインストール先ディレクトリ。

このディレクトリには、必要に応じてOracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceが含められます。


	
WebLogic Serverホスト名

	
examplehost.exampledomain.com

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle Business Intelligenceのコンソールのホスト名。


	
コンソール・ポート

	
7001

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle Business Intelligenceのコンソールのポート。


	
DOMAIN_HOME

	
/home/Oracle/config/domains/bi_domain

	
ドメイン・データの格納場所。


	
APPLICATION_HOME

	
/home/Oracle/config/applications/bi_domain

	
アプリケーション・データの格納場所。


	
WebLogicドメインの管理者のユーザー名

	
weblogic

	
Oracle WebLogic Server管理権限を持つユーザーの名前。デフォルトの管理者ユーザーは、weblogicです。


	
管理者ユーザー・パスワード

	
ExamplePassword1

	
Oracle WebLogic Server管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
RCUユーティリティ

	
ORACLE_HOME/oracle_common/bin

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)へのパス。


	
RCUスキーマ接頭辞

	
BI

	
Oracle Business Intelligenceによって使用されるデータベース・スキーマの名前の接頭辞。


	
RCUスキーマ・パスワード

	
ExamplePassword1

	
Oracle Business Intelligenceによって使用されるデータベース・スキーマのパスワード。


	
Configユーティリティ

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

	
ドメインを作成し構成するための構成ウィザードへのパス。













2.5 Oracle Business Intelligenceのインストールの準備におけるOracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール


Oracleホーム・ディレクトリを作成して、Oracle Business Intelligenceをインストールするためにサポートされているソフトウェアをインストールするには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする必要があります。この項のプロシージャに従って動作保証されたJDKを探してインストールし、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールしてディレクトリ構造を確認します。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする方法は次のとおりです。


	サポートされているJDKをインストールします。
	Infrastructureインストーラを起動します。
	ログ・ファイルを確認します。
	ディレクトリ構造をチェックします。





2.5.1 サポートされているJDKのインストール


Oracle Fusion Middlewareでは、動作保証されたJava Development Kit (JDK)がシステムにインストールされている必要があります。


動作保証されるJDKを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにある、ご使用のリリースでの動作保証に関するドキュメントを確認してください。現在のOracle Fusion MiddlewareリリースのOracle JDKを特定したら、Oracle Technology Networkの次の場所からOracle JDKをダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html

Java SE JDKのダウンロード・セクションに必ず移動してください。

JDKを次の場所にインストールします。
	アプリケーション層の各ホスト・コンピュータからアクセスできる共有記憶域デバイス
	Web層の各ホスト・コンピュータのローカル記憶域デバイス
DMZに配置されるWeb層ホスト・コンピュータは、アプリケーション層の共有記憶域に必ずしもアクセスできるとはかぎりません。






最新のサポートされているJDKをインストールする方法は次のとおりです。




	ディレクトリを、JDKアーカイブ・ファイルをダウンロードした場所に変更します。
cd download_dir


	アーカイブをJDKホーム・ディレクトリに解凍します。
tar -xzvf jdk-8u40-linux-x64.tar.gz


	JDKディレクトリを次のようにディレクトリ構造の推奨される場所に移動します。
次に例を示します。

mv download_dir/jdk1.8.0_40 /u01/oracle/products/jdk


	ホスト・コンピュータでJavaを実行するためのJAVA_HOMEおよびPATH環境変数を定義します。
次に例を示します。

export JAVA_HOME=/u01/oracle/products/jdk

export PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH


	次のコマンドを実行して、適切なJava実行可能ファイルがそのパスにあり、環境変数が適切に設定されていることを確認します。
java -version

次のような出力が表示されます。
java version "1.8.0_40"

Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.8.0_40-b19)

Java HotSpot(TM) 64-Bit Server VM (build 25.40-b23, mixed mode)






システムにサポートされているJDKが正常にインストールされました。






2.5.2 Infrastructureインストーラの起動


サポートされているJDKをインストールした後、InfrastructureをインストールしてOracle BIをインストールする準備のためにWebLogicドメインを作成する必要があります。

インストール・プログラムを起動する手順は次のとおりです。


	ホストにログインします。
	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	次の例に示すとおり、システム上のJDKディレクトリからjava実行可能ファイルを実行して、インストール・プログラムを起動します。
JAVA_HOME/bin/java [-d64] -jar distribution_file_name.jar

注意:

HP-UX Itaniumを使用している場合のみ"-d64"フラグを使用します。



この例では、次のとおりです。
	JAVA_HOMEを、ご使用のシステムの環境変数または実際のJDKの場所に置き換えます。
	distribution_file_nameを、ディストリビューションJARファイルの実際の名前に置き換えます。



注意:

配布をOracle Technology Networkからダウンロードする場合、通常、JARファイルはダウンロード可能なZIPファイル内にパッケージされています。初期Infrastructureドメインに必要なソフトウェアをインストールする場合は、インストールするディストリビューションはfmw_12.2.1.0.0_infrastructure.jarです。






インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備ができています。インストール・プログラムの各画面の説明は、 「インストール画面への移動」 を参照してください。






2.5.3 インストール画面への移動


このトピックは、インストールを進めるにあたってインストーラ画面を理解するのに役立ちます。


インストール・プログラムでは、表2-4に記載された順番で一連の画面が表示されます。

インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックしてください。


表2-4 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
UNIXオペレーティング・システムでは、このホストにOracle製品を初めてインストールする場合に、この画面が表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名には、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールでOracle中央インベントリの理解に関する項を参照してください。


	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
自動更新

	
この画面を使用して、使用可能なパッチを「My Oracle Support」で自動的に検索するかユーザーの組織のためにすでにダウンロードされているパッチを、ローカル・ディレクトリで自動的に検索します。


	
インストールの場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。


	
インストール・タイプ

	
この画面を使用してインストールのタイプと、それに従ってインストールされる製品および機能を選択します。

このトポロジの場合は、「Fusion Middleware Infrastructure」を選択します。



注意:

このドキュメントのトポロジにサーバーの例は含まれません。本番環境にはサンプルをインストールしないことを強くお薦めします。




	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。

警告またはエラー・メッセージが表示される場合、Oracle Technology Network (OTN)のOracle Fusion Middlewareシステム要件と仕様を参照してください。


	
セキュリティ更新

	
Oracle Supportアカウントをすでに所持している場合は、この画面を使用して、セキュリティ・アップデートの受取り方法を指定します。

アカウントを所持していないときに、この手順を省略してもかまわない場合は、チェック・ボックスの選択を解除して、その選択を後続のダイアログ・ボックスで確認します。


	
自動更新 - パッチの選択

	
この画面は、次の両方に当てはまる場合に表示されます:

	
「自動更新」画面を使用して、インストール・セッションの前の方で使用可能なパッチを検索した場合。


	
自動更新機能により、このインストール・セッションで作成中のOracleホームに適用する必要がある1つ以上のアプリケーション・パッチが見つかった場合。




この画面には、自動更新機能で見つかったパッチがリストされます。1つ以上のパッチを選択し、「次へ」をクリックして、選択したパッチをOracleホームに適用します。


	
インストールの概要

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。

サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールでサイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進捗バーが100%完了になったら、「終了」をクリックしてインストーラを閉じるか、「次」をクリックしてサマリーを確認します。


	
インストール完了

	
サマリー情報を確認し、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。














2.5.4 インストール・ログ・ファイルの確認


インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、何も問題が発生していないことを確認します。デフォルトでは、インストーラによって、Oracle_Inventory_Location/logsディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが書き込まれます。


ログ・ファイルとその場所の詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のインストール・ログ・ファイルに関する項を参照してください。









2.5.5 ディレクトリ構造のチェック


Oracle Fusion Middleware InfrastructureをインストールしてOracleホームを作成すると、次のディレクトリとサブディレクトリが表示されます。インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。

ディレクトリ構造を確認する方法は次のとおりです。


	ディレクトリをORACLE_HOMEに移動します。
	次のコマンドを入力します。
ls -l

システムのディレクトリ構造は、次の例の構造と一致する必要があります。

/u01/oracle/products/fmw1221/

cfgtoollogs
coherence
em
install
inventory
OPatch
oracle_common
oraInst.loc
oui
root.sh
wlserver



インストールが完了した後のディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要なディレクトリに関する項を参照してください。















3 Oracle Business Intelligenceのインストール

次の項の手順を使用してOracle Business Intelligenceソフトウェアをシステムにインストールします。


3.1 インストール・プログラムの起動


Oracleホームのディレクトリ構造を正常に作成して確認すると、Oracle BIインストール・プログラムを起動できます。

インストール・プログラムを起動する手順は次のとおりです。


	ホスト・システムにログインします。
	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	次の例に示すとおり、実行可能ファイルを呼び出すことにより、インストール・プログラムを起動します。
./bi_platform-12.2.1.0.0_linux64.bin



注意:

ファイル名をシステムにおける実際の配布ファイル名に置き換えます。






インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備ができています。インストール・プログラムの各画面の説明は、「インストール画面への移動」を参照してください。






3.2 インストール画面への移動


このトピックは、BIのインストールを進めるにあたってインストーラ画面を理解するのに役立ちます。


インストール・プログラムでは、表3-1に記載された順番で一連の画面が表示されます。

インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックしてください。


表3-1 Oracle Business Intelligenceのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
UNIXオペレーティング・システムでは、このホストにOracle製品を初めてインストールする場合に、この画面が表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名には、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールでOracle中央インベントリの理解に関する項を参照してください。


	
ようこそ

	
製品のインストーラの紹介画面です。


	
自動更新

	
この画面を使用して、「My Oracle Support」で有効なパッチを自動的に検索するか、ローカル・ディレクトリでユーザーの組織のためにすでにダウンロードされているパッチを自動的に検索します


	
インストールの場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。


	
インストール・タイプ

	
この画面を使用してインストールのタイプと、それに従ってインストールされる製品および機能を選択します。

このトポロジには、サンプル付きBIプラットフォーム配布を選択します。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。

警告メッセージまたはエラー・メッセージが表示される場合、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middlewareシステム要件と仕様のドキュメントを参照してください。


	
インストールの概要

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、今後、サイレント・インストールを実行する場合に使用できます。

サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールでサイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認してから、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。













3.3 ディレクトリ構造のチェック


インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。


Oracle Business Intelligenceをインストールすると、次のディレクトリとサブディレクトリが表示されます。


/u01/oracle/products/fmw1221/bi

bi-epm-registry
bifoundation
bin
clients
common
endpointmanager
file_templates
jlib
lib
migration-tool
modules
nls
oracore
plugins
products
schema
vcredist_x64.exe
vcredist_x86.exe
xsd












4 Oracle Business Intelligenceの構成

この章では、Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantを使用するOracle BI標準トポロジを構成するプロセスの手順について説明します。


4.1 概要: Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistant


Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantは、データベース・スキーマの作成、ポート範囲の指定、システム・コンポーネントの作成をサポートするマルチ機能ユーティリティで、BI標準トポロジを構成するのに加えてアプリケーション・サーバーを起動します。BIドメインを構成するにはConfiguration Assistantを使用することを強くお薦めします。






4.2 Configuration Assistantを起動する前に


Configuration Assistantを使用してエラーのない円滑なドメイン構成を行うには、このトピックにリストされている基準が満たされていることを確認することが重要です。

次のチェックリストを使用して、必要な条件が満たされているかどうかを確認してください。

	BI製品のバイナリ・ファイルを正常にインストールしていること
	サポートされている最新のJDKがシステムにインストールされていること
	Oracleが動作保証されているいずれかのデータベース(Oracle、DB2、SQLServerまたはRAC)に対するアクセスがあること
	(オプション)既存のRCUスキーマ接頭辞(STB)の接続詳細を持ち、すでに単一セッションでBIPLATFORM、OPSS、MDSおよびWLSスキーマを作成していること

注意:

また、DBA資格証明があれば、BI Configuration Assistantの実行中にスキーマ接頭辞(STB)を生成し、BIPLATFORM、OPSS、MDSおよびWLSスキーマを作成することができます。




あらかじめRCUを使用すると表領域を選択して管理する追加オプションが与えられます。RCUへは、次のディレクトリからアクセスできます。

ORACLE_HOME/oracle_common/bin

RCUを使用してデータベース・スキーマを作成するプロシージャについては、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』を参照してください。


注意:

内部ハウスキーピング情報を保持するには、データベース・スキーマが必要です。これらのスキーマは、Oracle BIを使用して分析しようとしているデータソースとは異なります。






4.3 Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantの実行


Oracle BI 12c Configuration Assistantは、.sh (Unix)ファイルまたは.bat (Windows)ファイルです。Oracleホームにあるbi/binディレクトリから構成実行ファイルを起動して、Configuration Assistantを起動します。このトピックのプロシージャに従って、構成手順を実行します。



重要:

12cシステムを構成するには、Oracle BI 12c Configuration Assistantを使用することをお薦めします。




BI標準トポロジを構成する方法は次のとおりです。




注意:

Configuration Assistantをナビゲートしていくと、各画面で状況依存ヘルプが使用可能です。その画面の要素に関する詳細を得るには、「ヘルプ」をクリックします。




	ご使用のオペレーティング・システムに基づいて次のコマンドを使用し、binディレクトリに進みます。
UNIXコマンド:

cd ORACLE_HOME/bi/bin

Windowsコマンド:

cd ORACLE_HOME\bi\bin


	ご使用のオペレーティング・システムに基づいて次のコマンドを使用し、Configuration Assistantを起動します。
UNIXコマンド:

./config.sh

Windowsコマンド:

config.bat

Configuration Assistantが起動し、「ようこそ」画面が表示されます。


	インストールするコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。


注意:

Configuration Assistantは、一貫したスイートのセットがデプロイされるよう選択を自動的に調整します。



	Essbase: Essbase Server、Cube Deployment ServerおよびAnalytic Provider Servicesなどのコンポーネントを含みます。
	Business Intelligence Enterprise Edition: Presentation Services、Visual Analyser、BI Composer、Webサービス、プロアクティブ・インテリジェンス(配布およびアクション)、Web Services for SOA (WS4SOA)およびMobile Application Designerなどのコンポーネントを含みます。
	Business Intelligence Publisher: Oracle BI Publisherを含みます。


「前提条件チェック」画面が表示されます。


	「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。
前提条件のチェックが失敗すると、短いエラー・メッセージが画面の下方に表示されます。エラーを修正し、「再実行」をクリックして再試行します。エラー・メッセージや警告メッセージを無視し、インストールを継続するには、「スキップ」をクリックします。ただし、このアプローチは推奨されません。

注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、構成が正常に動作しなくなる可能性があります。



「新規ドメインの定義」画面が表示されます。


	「新規ドメインの定義」画面で、次の項目を指定して「次へ」をクリックします。


	フィールド	説明
	ドメイン・ディレクトリ	ドメイン・ディレクトリを設定するパスを指定します。
	ドメイン名	ドメインを指定します。
	ドメイン・ホーム	ドメイン・ディレクトリから自動的に導出され、編集できません。
	ユーザー名	システム管理者のユーザー名を指定します。

注意:

このユーザーは埋込みLDAPで作成され、WebLogic Administrator権限が付与されます。


	パスワード	システム管理者のパスワードを指定します。
	パスワードの確認	パスワードを再入力して確認します。






「データベース・スキーマ」画面が表示されます。


	「データベース・スキーマ」画面で、該当するオプションをクリックして、新しいスキーマを作成するか、既存のスキーマを使用するかを選択します。
新しいスキーマの作成を選択した場合には、Configuration Assistantによってスキーマが作成されます。次の情報を指定し、「次へ」をクリックします。



	フィールド	説明
	スキーマ接頭辞	スキーマ接頭辞を指定します。
	スキーマ・パスワード	スキーマのパスワードを指定します。
	パスワードの確認	パスワードを再入力して確認します。
	データベース・タイプ	ドロップダウン・メニューから使用するデータベースを選択します。
	ユーザー名	権限のあるユーザー名を入力し、スキーマを作成します。
	パスワード	前述のユーザー名のパスワードを入力します。
	単純な接続文字列	データベース用にhostname:port:servicenameの形式で接続文字列を指定します。次に例を示します。
host1.example.com:1521:pdborcl.example.com








既存のスキーマを使用することを選択した場合には、RCUを使用してSTB、BIPLATFORM、MDS、OPSSおよびWLSスキーマを作成する必要があります。次の情報を指定し、「次へ」をクリックします。



	フィールド	説明
	データベース・タイプ	ドロップダウン・メニューから使用するデータベースを選択します。
	単純な接続文字列	データベース用にhostname:port:servicenameの形式で接続文字列を指定します。次に例を示します。
host1.example.com:1521:pdborcl.example.com


	接頭辞	RCUを使用して作成したSTBスキーマの接頭辞を指定します。
	パスワード	RCUを使用してSTBスキーマを作成した際に指定したパスワードを入力します。






「ポート範囲」画面が表示されます。


	「ポート範囲」画面で、ポート範囲を指定して「次へ」をクリックします。


注意:

デフォルトの、割り当てられたポート範囲は9500以上9999以下です。デフォルト値をそのまま使用するか、この範囲内の別の値を指定するか選択できます。



「初期アプリケーション」画面が表示されます。


	「初期アプリケーション」画面で、要件ごとに次のオプションの1つを選択し、「次へ」をクリックします。
	Oracleサンプル・アプリケーション(SampleAppLite)
	エクスポート・バンドル(.jar)からの自分の既存BIアプリケーション

注意:

このオプションはOracle BI 11gから12cに移行するときに適用できます。11gから12cへの移行の詳細は、『Oracle Business Intelligenceのインストールと構成』を参照してください。


	白紙の状態(事前定義済アプリケーションなし)


「サマリー」画面が表示されます。


	「サマリー」画面で、各画面に指定した値を確認します。
「保存」をクリックして、サイレント・インストールに使用するレスポンス・ファイルを生成します(オプション)。

「構成」をクリックします。

構成プロセスが起動し、「構成の進行状況」画面が表示されます。


	エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックして、「構成完了」画面に進みます。
	「構成完了」画面で構成サマリーを確認します。
この画面の情報をファイルに保存するには、「保存」をクリックします。

「終了」をクリックし、Configuration Assistantを終了します。

ブラウザでBIアプリケーションが開きます。BIアプリケーション・ホームへのログインを構成する際には、指定したログイン資格証明を使用します。




標準BIトポロジが構成されます。






4.4 構成の確認



ドメインが正常に構成されていることを確認するには、「基本的な管理タスクの実行」を参照してください。この項に記載されているタスクに習熟して、ドメインが適切に構成されていることを確認するために実行する必要があります。












5 ドメイン構成後の次の手順


この項のトピックでは、新規に作成された製品ドメインで実行する共通タスクを説明します。




5.1 基本的な管理タスクの実行


Oracle Business Intelligenceシステムを管理するためのタスクは、次のとおりです。

	タスク	説明
	インストール後のデプロイメントに対するシステムの構成	メタデータとコンテンツ、一般的な作業環境、およびデフォルトのシステム設定を構成します。
	必要に応じたシステムの起動と停止	システムのメンテナンス・タスクの実行時にシステムを起動および停止します。
	セキュリティの構成	Oracle Business Intelligenceシステム、メタデータ、およびデータへの安全なアクセスを確保し、Secure Sockets Layer (SSL)およびSingle Sign-On (SSO)を構成して、ID管理システムとの統合を設定します。
	高可用性を実現するためのスケールアウトと構成	一直線のスケールアウトのためにOracle Business Intelligenceシステムを構成し(マシンにコンポーネントを増やしてキャパシティを増加)、単一点障害を識別および(マシンを追加することで)除去します。
	パフォーマンスおよび可用性の管理	サービス・レベルを監視してパフォーマンスをチューニングします。
	問題の管理および解決	エラーを診断して解決策を確立します。
	システムのテスト環境から本番環境への移行	テスト環境から本番環境への移行の手順を管理します。
	データのバックアップとリカバリ	予期しないイベントに対する準備を行い、そこから回復させます。





詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceのスタート・ガイドに関する項を参照してください。








5.2 追加ドメイン構成タスクの実行



表5-1に、新規作成ドメインで実行する可能性の高い追加タスクを示します。







表5-1 追加ドメイン構成タスク

	タスク	説明	詳細
	
ドメインへのWeb層のフロントエンドの追加

	
OracleのWeb層でWebページ(静的と動的)をホストし、組込みのクラスタ、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともにセキュリティと高パフォーマンスを実現します。特にWeb層にはOracle HTTP Serverが含まれます。

	
Oracle HTTP ServerをWebLogic Serverドメインにインストールするには、 『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』を参照してください。

また、重要な情報については、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の同じドメインへの複数製品のインストールに関する項を参照してください。












5.3 高可用性向けの環境の準備



表5-2には、ご使用の標準的なインストール環境を可用性が高まるようにスケールアウトする場合に、実行するタスクの一覧が示されています。





表5-2 可用性の高い環境の準備に必要なタスク

	タスク	説明	詳細
	
複数のホスト・コンピュータへのスケール・アウト

	
高可用性を有効にするには、他のホストコンピュータへのフェイルオーバーの機能を実現することが重要です。つまり、1台のコンピュータが停止しても、環境ではデプロイされたアプリケーションが顧客にサービスを提供し続けることができます。

	
『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の「デプロイメントのスケーリング」を参照してください。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加した場合、高可用性およびWebLogic Serverソフトウェアを構成する必要があります。

	
『高可用性ガイド』のWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する項を参照してください。


	Oracle BIコンポーネントの高可用性の構成	高可用性を実現するためにOracle BIを構成するには、システムに単一点障害がないようにする必要があります。それには、Oracle BIサーバー、プレゼンテーション・サービスおよびJavaHostをスケールアウトして、少なくとも2つのコンピュータに、各コンポーネント・タイプを少なくとも2つ配布するようにします。	『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の「高可用を実現するOracle Business Intelligenceのデプロイ」を参照してください。
	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用して、リクエストを複数のサーバーでより均等に分散できます。

	
『高可用性ガイド』の高可用性環境でのサーバーのロード・バランシングに関する項とロード・バランサの構成に関する項を参照してください。


	パフォーマンス・チューニングと問合せキャッシングの管理	Oracle BIサーバーのデータベース問合せを迅速に返すには、基礎となるデータベースを正しく構成、チューニングおよび索引付けする 必要 があります。BIサーバーは、後続の問合せが再利用できるように問合せ結果を保持できます。問合せキャッシングにより、よく使用されるダッシュボードの場合は特に、ユーザーに対する見かけ上のシステム・パフォーマンスが大幅に向上します。ただし、ほとんどの非定型な分析ではパフォーマンスは向上しません。	『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の「パフォーマンス・チューニングと問合せキャッシングの管理」を参照してください。
	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャは、離れた場所から管理サーバーや管理対象サーバーを起動、停止および再起動できます。Configuration Assistantによってドメインごとのノード・マネージャが作成されます。

	
拡張ノード・マネージャの構成オプションおよび機能の詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』を参照してください。















6 Oracle Business Intelligenceのアンインストール


この項では、Oracle Business Intelligenceをアンインストールまたは再インストールする方法を説明します。

ソフトウェアを削除するときは、この項で説明する手順に必ず従ってください。ソフトウェアを手動で削除すると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する可能性があります。この項の手順に従うことで、ソフトウェアを正しく削除することができます。

この項では、次の項目について説明します。

	
製品のアンインストールの理解


	
データベース・スキーマの削除


	
ソフトウェアのアンインストール


	
Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


	
Windowsオペレーティング・システムのプログラム・ショートカットの削除


	
ドメインおよびアプリケーション・データの削除


	
ソフトウェアの再インストール







6.1 製品のアンインストールの理解


Oracle Fusion Middlewareのアンインストーラは、起動元のOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアを削除します。表6-1に、手順の概要とサポート・ドキュメントへのリンクを示します。


表6-1 製品のアンインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareの停止

	
アンインストーラ実行前に、ドメインにあるすべてのサーバーとプロセスが停止している必要があります。

	『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のドメインでのOracle Business Intelligenceコンポーネント・プロセスの停止に関する項を参照してください
	
データベース・スキーマの削除

	
Repository Creation Utilityを実行してデータベース・スキーマを削除します。

	
「データベース・スキーマの削除」を参照してください。


	
ソフトウェアの削除

	
製品のアンインストーラを実行し、Oracle Fusion Middleware Infrastructureを削除します。

Oracleホームに複数の製品が含まれている場合は、アンインストーラを複数回(製品ごとに1回)実行する必要があります。

	
「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリの削除

	
アンインストーラでは、すべてのファイルとフォルダがOracleホーム・ディレクトリから削除されません。アンインストーラが終了した後、手動でOracleホームを削除して、製品の削除を完了させる必要があります。

	
「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」を参照してください。


	
ドメインおよびアプリケーション・データの削除

	
アンインストーラがOracleホーム内にある場合でも、ドメイン・ホーム・ディレクトリまたはアプリケーション・ホーム・ディレクトリに含まれるデータは削除されません。これらのディレクトリは手動で削除する必要があります。

	
「ドメインおよびアプリケーション・データの削除」を参照してください。












6.2 データベース・スキーマの削除


Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティを実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。


各ドメインにはカスタム接頭辞によって一意に識別される独自のスキーマ・セットがあります(『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のカスタム接頭辞の理解に関する項を参照してください)。これらのスキーマを他のドメインと共有することはできません(『Repository Creation Utilityによるスキーマの作成』のスキーマの作成計画に関する項を参照してください)。

データベースに複数のスキーマ・セットがある場合は、削除するドメインに関連付けられたスキーマ接頭辞を指定します。

スキーマの削除手順は、『リポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマの削除に関する項を参照してください。









6.3 ソフトウェアのアンインストール


この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。


	
アンインストール・プログラムの起動


	
アンインストールする製品の選択


	
アンインストール画面へのナビゲート




サイレント(コマンド行)・アンインストールを実行する場合、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』でサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。







6.3.1 アンインストール・プログラムの起動



アンインストーラを起動する手順は次のとおりです。





	
Unixの場合

ORACLE_HOME/oui/binディレクトリに移動し、次のコマンドを入力してください。


./deinstall.sh


	
Windowsの場合

次のいずれかの操作を行います。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動して、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンド行から、ORACLE_HOME\oui\binに移動し、次のコマンドを入力します。


deinstall.cmd


	
「開始」メニューから、「すべてのプログラム」を選択してから「Oracle」、「OracleHome」、「Oracle Middlewareのアンインストール」の順に選択します。















6.3.2 アンインストールする製品の選択


Oracleホームには複数の製品が存在するため、正しいOracleホームをアンインストールしていることを確認します。


アンインストーラの実行後、「アンインストールする配布」画面が開きます。ドロップダウン・リストからアンインストールに使用する変数の選択を選択し、「アンインストール」をクリックします。アンインストール・プログラムによって、「アンインストール画面へのナビゲート」にリストされている画面が表示されます。


注意:

Oracle Business Intelligenceソフトウェアがアンインストールされた後に、再度アンインストール・ウィザードを実行することで、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをアンインストールできます。他のソフトウェアがOracle Fusion Middleware Infrastructureに依存していない場合は、「アンインストールする配布」画面は表示されません。











6.3.3 アンインストール画面のナビゲート



アンインストール・プログラムによって、表6-2にリストされている順に、一連の画面が表示されます。

アンインストール画面の詳細情報が必要な場合は、画面名をクリックするか、画面上で「ヘルプ」をクリックしてください。


表6-2 アンインストール画面および説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品のアンインストーラの紹介画面です。


	
削除サマリー

	
この画面は、アンインストールしようとしているOracleホーム・ディレクトリとその内容を示しています。このディレクトリが正しいことを確認します。

これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。後でサイレント・アンインストールにおいてレスポンス・ファイルを使用できます。サイレント・アンインストールまたはコマンド行でのアンインストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。

「アンインストール」 をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
削除の進行状況

	
アンインストールの進行状況を表示します。


	
削除完了

	
アンインストールが完了するとこの画面が表示されます。画面上の情報を確認し、「終了」をクリックしてアンインストーラを終了します。
















6.4 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


アンインストーラが終了した後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリと既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。


たとえば、UNIXオペレーティング・システム上のOracleホーム・ディレクトリが/home/Oracle/product/ORACLE_HOMEの場合は、次のようにします。


 cd /home/Oracle/product
 rm -rf ORACLE_HOME


Windowsオペレーティング・システムで、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Product\ORACLE_HOMEの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Productディレクトリに移動し、ORACLE_HOMEフォルダを右クリックし、「削除」を選択します。









6.5 Windowsオペレーティング・システムのプログラム・ショートカットの削除



Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。

C:\Program Data\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\Oracle Home\Productディレクトリに移動します。Oracleホームにインストールされている製品が1つのみの場合は、Oracle Homeディレクトリを削除してもかまいません。Oracleホームに複数の製品がインストールされている場合は、Oracle Homeを削除する前に、すべての製品を削除する必要があります。









6.6 ドメインおよびアプリケーション・データの削除



ドメインとアプリケーション・データを削除するには、次の手順を実行します。




	ドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、UNIXオペレーティング・システムでドメイン・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/domains/bi_domainの場合は、次のように実行します。


 cd /home/Oracle/config/domains
 rm -rf bi_domain


Windowsオペレーティング・システムでは、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\bi_domainの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリに移動し、bi_domainフォルダを右クリックして「削除」を選択します。




	アプリケーション・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

たとえば、UNIXオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/applications/bi_domainの場合、次のように実行します。


 cd /home/Oracle/config/applications
 rm -rf bi_domain


Windowsオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\bi_domainの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリに移動し、bi_domainフォルダを右クリックして「削除」を選択します。




	Oracleホームにdomain_registry.xmlファイルをバックアップしてから、ファイルを編集し、削除しようとするドメインに関連する行を削除します。たとえば、bi_domainを削除するには、次の行を検索して、その行を削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/bi_domain"/>


完了したらファイルを保存して終了します。












6.7 ソフトウェアの再インストール


この項の手順に従って(手動でのOracleホームディレクトリの削除も含めて)ソフトウェアをアンインストールした場合のみ、以前と同じOracleホームにソフトウェアを再インストールすることができます。


再インストールするときに、前回のインストールと同じOracleホームを指定できます。

Oracleホームが空ではない場合、次の事項を考慮します。





	
同じ機能セットを含む既存のOracleホームへのインストール。

インストール中に指定したOracleホームに、これからインストールしようとしているものと同じソフトウェアがすでに含まれていることが、インストーラによって警告されます。

	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。





	
空ではない既存のOracleホームへのインストール。

たとえば、既存のOracleホーム内のどこかに、ドメイン・ホームまたはアプリケーション・ホームを作成することを選択したと想定します。このデータは、アンインストール・プロセスでは削除されないため、同じOracleホームにインストールしようとすると、インストーラによってインストールが拒否されます。選択肢は次のとおりです。

	
(この項で説明しているように)Oracleホームからソフトウェアをアンインストールした後でOracleホーム・ディレクトリを削除します。これを実行すると、再インストールして同じOracleホームの場所を再利用できます。Oracleホームに存在していたドメイン・データまたはアプリケーション・データは、再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。
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